
                                                                                                        
 
 

学        校        自        己        評        価        学 校 関 係 者 評 価 

年         度         目         標 年度評価  実施日令和２年２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 基礎学力不足のため授業を十

分に理解できない生徒と進学希

望の生徒が混在している。学力

差が大きいため、個に応じた学

習指導が必要である。 

 

 新学習指導要領実施が目前に

迫る中、新しい授業への改善の

取り組みを職員共通理解のもと

に推し進める必要がある。 

●基礎学力の定着

・向上と学習習慣

を確立するよう

改善する 

①各教科担当・担任が連携し、予習・宿題・復習など、学習習慣の確

立に向けた家庭学習時間の増加の働きかけを組織的に行う。 

②各教科での小テスト実施等により基礎学力の定着を図る。 

③生徒への学習アンケートを年２回実施し、授業への取り組み状況を

把握、担任･教科へフィードバックし個に応じた指導に生かす。 

①組織的な働きかけがなされ、家庭学習時間が増加したか。 

②昨年度より学期毎の欠点保有者数は減少したか。 

③学習アンケートより生徒個々の授業への取り組み状況を

把握し、学習指導環境の改善に繋げる事が出来たか。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①予習･復習･小テストの実施等により組織的に働きか

けを行い試験前の家庭学習時間は微増した。 

②1学期(103→91)、2学期(132→110)と総数は減少した。 

③学習アンケートより、生徒の授業への取り組み状況を

把握、担任・教科へフィードバックした。 

Ａ ①試験前以外の家庭学習時間の減少(特に１年生の

２学期以降)が見られた。学習習慣の確立に更な

る連携を強めて臨む必要がある。 

②成績優良者が増加するような授業改善や補習を

行い、家庭学習の機会が増すよう働きかける。 

③学習アンケートの更なる有効活用を促す。 

・授業に対して興味関心を向かせることと、

定められた教育課程を修了することを両立

することが重要。 

・生徒同士が教え合う姿が見られた点が良か

った。ICT機器を使って指示を出しているこ

とも印象的だった。 

・学習する理由をどのように生徒に伝えるか

が課題。 

●協調学習を含め

た授業改善にお

ける各教科での

取り組みの共有

化を図る 

①公開授業や授業参観等を実施し授業改善の取り組みを共有する。 

②カリキュラムマネジメント、新学習指導要領の全体研修会を開いて

各教科での取り組みを紹介しあい、全教職員の共通理解を図る。 

 

①協調学習の取り組み事例や実践を通して共通理解を図り、

新しい学びに関する意識を高めることが出来たか。 

②研修会を通して新学習指導要領の理解が進み、本校での新

教育課程編成が進められたか。 

 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①公開授業等により授業改善の取り組みを共有した。 

②新学習指導要領における新しい評価について研修会

を開き観点別評価への意識･関心を高めた。また、教

育課程委員会で令和4年度生の新課程(案)を定めた。 

Ａ ①公開授業や授業参観等をすすんで行い取り組み

事例や成果を共有する。 

②継続して新教育課程に関わる研修会を開くこと

で新しい学びに関する意識を高め準備を整える

のと同時に、現状での実践に結びつける。 

２ 

 全職員による積極的な生徒指導

により、身だしなみの乱れは減り

、生徒に落ち着きが出てきた。ま

た、通学路に教員が立ち自転車マ

ナーの向上を促したところ近隣か

らの苦情も減少している。全体と

して問題行動は減少しているが、

SNSの普及にともなうコミュニケ

ーション能力不足による人間関係

トラブルは未だ多い現状である。

今後も、社会との繋がりを意識さ

せた上で、基本的な生活習慣の確

立、コミュニケーション能力の向

上を促し、規範意識を持った生徒

を育成する必要がある。 

●生徒の自主自立

の精神を重んじ

基本的な生活習

慣の確立を徹底

し、公共性、規範

意識、豊かな心を

育成する 

①朝の校門指導や挨拶指導を徹底する。                                 

②登下校時の巡回において特に自転車指導を徹底する（二人乗り、イヤ

ホン、傘さし、並列走行等）。                     

③授業をしっかり受ける習慣を身に付けさせる。                                                                   

④制服を正しく着用させる（特にスカート、ズボン、靴下等）。                     

⑤ネット社会における規範意識を育てるための研修会を実施する。 

⑥自動二輪車の免許取得の要項を浸透させる。   

①登校時の服装が整っておりしっかり挨拶ができているか。 

②巡回表通りに教員が巡回し生徒に注意喚起できているか。 

③チャイム着席がしっかりできているか。 

④教員の声かけが浸透しているかどうか。 

⑤SNSによる問題行動が減少したかどうか。 

⑥自動二輪車の免許無断取得がなかったかどうか。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①服装は概ね整っている。挨拶の声が小さい生徒が多い。       

②巡回での注意喚起で、傘差し運転や二人乗り、携帯の

使用などの違反は減少した。 

③指導を継続しているが、自発的な着席は十分でない。                          

④多くの教員の声かけによりスカートや靴下の違反は減

少した。                          

⑤匿名書き込みによるトラブルは起きているため、引き

続き生徒の規範意識を育てる指導が必要である。 

⑥該当する生徒は書類のやり取りを正確に行っている。 

Ａ ①「元気No.1ハイスクール」にふさわしい挨拶がで

きるよう教員で協力して挨拶喚起に努める。 

②引き続き巡回指導をし、違反０を目指す。 

③自らチャイム着席するよう、時間への意識を高め

る必要がある。 

④全教員で連携して指導を続け、違反０を目指す。 

⑤匿名によるネットトラブルを防ぐため、生徒の規

範意識を高める指導が必要である。 

⑥引き続き正確な書類のやりとりに努める。 

・飯能南の生徒は校外でも挨拶をしてくれる

し、服装も整っている。継続してほしい。 

・SNSについては、学校の目が行き届かない部

分もある。生徒自身にルール作りをさせる

のも１つの方法か。 

・生徒指導上のルールについて、その目的や

理由を生徒に詳しく説明してほしい。 

・ゴミの多い教室があるのが気になる。 

●学校行事・部活動

などに積極的に

参加出来る生徒

を育成する 

①各行事を生徒主体で実施できるよう、時程・ルール・役割分担等を明

確にし、生徒・教員への周知徹底を図る。文化祭ではジャンルの見直し

等を行い、選択の幅を広げることで積極的に文化祭に参加できるように

する。 

②部活動所属生徒に対し、個人の状況に合わせた適切な指導を行う。 

③教員数の減少に伴う部活動統廃合について、本校の実態に即した方針

・規定を策定し、円滑に運用する。 

①各行事の時程・ルール・役割分担について生徒・教員が共通

認識を持って進行できたか。文化祭のジャンルの選択の幅は広

がったか。 

②部活動の加入状況と満足度は高まったか（アンケート調査に

よる）。 

③統廃合についての方針・規定が策定され、円滑に運用されて

いるか。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①文化祭アンケートでは約87％の生徒が満足していた。 

②部活動の加入率は約73％。加入している生徒は意欲的

に取り組んでいる。 

③方針・規程に基づき、部活動の統廃合を進めることが

できた。 

Ａ ①文化祭における教員の業務の量や内容の検討が必

要である。 

②存続する部活動については、生徒が意欲的に取り

組めるような働きかけを一層行う必要がある。 

③部活動の統廃合については、他の部署と一層連携

しながら取り組む必要がある。 

・部活に対して強い意識を持って入学してい

る生徒もいる。飯南の良さを後輩にも伝え

てほしい。 

３ 

将来への展望や目的意識を十分

に持てず入学してくる生徒が、少

なからず見られる。充実した高校

生活を送らせるために、目的意識

を持たせる指導が必要である。 

特に、全校の就職希望者が昨年

の２倍近くと多い。 

保護者も含めた進路意識の醸成

が必要である。            

●進路指導の組織

的な取り組みを

充実する 

 

①年間計画を綿密に立て、計画的・継続的かつ組織的に実施する。 

②外部講師等との連携を密にするとともに、各担任が個々の生徒に適切

な指導ができるように、研修会や学年会等を通して具体的に伝える工

夫をする。 

①年間計画に基づく進路指導は実施できたか。 

②適切な進路選択ができたか。就職内定状況は良好か。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①面接指導やガイダンスを予定通り実施できた。『先輩

の話を聞く』という進路行事についても実施した。 

②今年も進学希望より就職希望の方が多く、公務員の内

定率が２倍以上にあがった。 

Ａ ①進路行事を生徒のニーズに沿って精選しながら検

討していきたい。 

②進学の指定校推薦については大学、専門学校で不

合格があった。今後、推薦希望者へのより綿密な事

前対応が必要と考えられる。 

・資格を取っておくと、職を失ったときなど

に役立つ。積極的な挑戦を。 

・自分の夢を持ち続け、強い気持ちを持って

働いてほしい。その熱意が後輩にも伝われ

ば、より良い学校になっていくと考える。 

・東京オリンピックが終われば働き手の需要

は下がるはず。現実的な課題を生徒に伝え

危機感を持たせる必要もあるのでは。 

・社内で英語を使う会社が増えている。英語

が話せることの重要性を日々実感する。 

●進路意識を向上

させ、希望の実現

を図る 

①保護者会・保護者面談期間に、保護者参加型の進路相談会を実施する

。また、PTAの進路行事を支援して進路実現までの保護者理解を促す。 

②進路見学会、卒業生懇談会を充実する。ガイダンスにおける必要な情

報の提供方法を工夫する。 

①保護者の進路意識は高まったか。進路指導に対する満足度は

高いか。 

②早い段階からの進路意識の向上がみられたか。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①三者面談期間中においては、常に質問を受け付けられ

るよう学年と協力して、進路指導部がアドバイスできる

体制を置いた。２月には、２年生の保護者向け進路説明

会を実施する予定。 

②今年は1，2年生合同の進学費用についてのガイダンス

だけではなく、卒業生懇談会も合同で実施し進路行事の

精選についても考慮した。 

Ａ ①保護者に生徒本人の進路に関する理解のズレが生

じ、就職の応募を取り下げることが１件あった。学

年団と生徒・保護者間の連絡を密に取るよう、注意

喚起を続ける必要がある。 

②卒業生懇談会や２年生の就職希望者予備ガイダン

スなど、進路行事の適切な時期・内容を再度検討す

る必要がある。 

4 

 本校の教育活動を中学生・保護

者・中学校教諭・地域の方々に効

果的にアピールし、生徒募集に繋

げる必要がある。特にホームペー

ジや携帯メールの内容の充実等、

時代に合わせた情報発信の仕方が

課題である。 

 また、市内中高等学校および地

域との連携を継続・強化し、本校

の特色や生徒の実態を広範囲に伝

えていく必要がある。 

●効果的な情報発

信を図り、市内中

高等学校・大学・

地域と連携した

各種取り組みを

達成する 

①ホームページによる情報発信を効果的に実施する。特に、広報だけで

なくPTA活動等の幅広い情報を掲載し内容の充実を図るとともに、更新

頻度や配信方法を改善する。 

②市内中高・大学との連携・相互交流を強化する。中学生を対象とした

諸行事を円滑に実施し、生徒募集へとつなげる。 

①ホームページの更新内容・頻度が増加したか。 

②昨年度より参加者が増加したか。また、参加者の満足は得ら

れたか。 

 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①ホームページの内容は充実し、更新頻度も向上した。 

②中学生を対象とした学校説明会・体験入学への参加者

は減少しているが、参加者アンケートの中には、説明が

分かりやすかった・生徒の挨拶や対応が良かった等の声

が見られる。 

Ａ ①ホームページからの体験入学の申込がうまくいか

ないという問合せが数件あった。よりわかりやすい

ホームページづくりに努める。 

②飯能高校との統合を見据え、正確・迅速な情報発

信を図るとともに、中学生および保護者のニーズを

よく分析する必要がある。 

・学校の周辺を走っている生徒が多く、頑張

っている姿が地域の目に留まりやすい。地

域からの評価につながっているのでは。 

・出前授業等の取り組みが、中学生の進路意

識を高める貴重な機会となっている。大変

な部分はあるが無理のない範囲で継続でき

るようサポートしていきたい。 
●地域・保護者との

連携を強化する 

①メール配信の頻度および内容の充実を図る。 

②地域の催事への積極的な参加を生徒に呼びかける。 

①メール配信の頻度が増加し内容が充実したか。 

②地域の催事への生徒参加は見られたか。 

当初の目標はほぼ達成できた。 

①ユーザー登録管理方法を入学年度毎に変更した。 

②地域の行政センターにて定期的に開催される行事に、

生徒会役員がボランティアとして２回参加した。 

Ａ ①今後、ユーザー登録率が増加し、よりメール配信

の効果が高まることが期待できる。 

②引き続き地域の取り組みについての情報を生徒と

共有し、積極的な参加を呼び掛けていく。 

 

目指す学校像 
校訓「礼儀・誠実・協力」のもと、スポーツや文化的活動と勉学に励む元気で人
間性豊かな生徒を育てる、地域に信頼される学校 

 
達

成

度 

Ａ  ほぼ達成  （８割以上） 
 Ｂ 概ね達成  （６割以上）                     ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 

                        価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                        評価を受けた日とする。 

  Ｃ 変化の兆し （４割以上） 

  Ｄ 不 十 分  （４割未満） 

重点目標 

①授業改善や学習評価の改善等を進め、基礎学力の定着と向上及び主体的に学ぶ力を伸長する。 

②きめ細かな生徒指導と体験的な活動やスポーツ活動等を充実させ、礼節と自主性・自律性を備え

た豊かな心を育む。 

③計画的な進路指導を充実させ、早い段階から進路意識をつけさせるとともに、主体的に進路実現

が果たせる力を育成する。 

④保護者・地域との連携・協力を積極的に進め、学校情報を広く発信する。 

 

出席者  学校関係者            ２名 
 
         生徒                  ６名 
 
         事務局（教職員）      ９名 

 

 
※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。  
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